
■調査の目的
♦義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童・生徒の学力や学習状況を
把握・分析し、教育施策の結果と課題を検証し、その改善を図る。

♦学校における児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
♦そのような取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

■調査の概要
♦調査実施日：平成30年4月17日（火）
♦調査の対象学年：①小学校第6学年 ②中学校第3学年
♦調査を実施した児童・生徒数：①小学校：1,030,025人（交野市：10校 698人）

②中学校： 967,188人 （交野市： 4校 688人）

主として「知識」に関する問題（A） 主として「活用」に関する問題（B）

・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容
に影響を及ぼす内容

・実生活において不可欠であり常に活用できるよう
になっていることが望ましい知識・技能 など

・知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力
・様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・
改善する力 など

♦調査内容：(1)教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）
(2)生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

●児童・生徒に対する調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査）
●学校に対する調査（指導方法に関する取組みや人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する
調査）

※本調査により測定できるのは、学力の特定の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。
序列化や過度な競争につながらないよう十分配慮します。

※交野市全体の児童・生徒の現状を十分に把握して、今後の教育施策に反映させ、「生きる力」を育むこと
に活用します。
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※理科はA・Bの区分なし



1

【平均正答率】 【平成25年度～平成30年度 区分別正答率】

【結果概要①】
平成30年4月17日実施

小学校 交野市 大阪府 全国

国語Ａ 69.2 68.1 70.7

国語Ｂ 54.3 52.2 54.7

算数Ａ 65.5 63.4 63.5

算数Ｂ 53.3 50.6 51.5

理科 59.1 57.4 60.3

中学校 交野市 大阪府 全国

国語Ａ 76.5 74.7 76.1

国語Ｂ 62.8 59.4 61.2

数学Ａ 67.6 65.2 66.1

数学B 47.8 45.7 46.9

理科 66.7 64.0 66.1

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

交野市 全国
交野市
－全国

Ａ区分 62.9 62.7 0.2 69.8 72.9 -3.1 68.9 70.0 -1.1 71.7 72.9 -1.2 72.1 74.8 -2.7 69.2 70.7 -1.5

Ｂ区分 47.4 49.4 -2.0 50.6 55.5 -4.9 63.4 65.4 -2.0 55.3 57.8 -2.5 56.6 57.5 -0.9 54.3 54.7 -0.4

Ａ区分 78.1 77.2 0.9 77.4 78.1 -0.7 74.8 75.2 -0.4 77.6 77.6 0.0 78.6 78.6 0.0 65.5 63.5 2.0

Ｂ区分 57.8 58.4 -0.6 58.2 58.2 0.0 44.3 45.0 -0.7 46.5 47.2 -0.7 45.0 45.9 -0.9 53.3 51.5 1.8

― ― ― ― ― ― 57.7 60.8 -3.1 ― ― ― ― ― ― 59.1 60.3 -1.2

Ａ区分 74.9 76.4 -1.5 79.0 79.4 -0.4 75.6 75.8 -0.2 75.7 75.6 0.1 79.0 77.4 1.6 76.5 76.1 0.4

Ｂ区分 64.3 67.4 -3.1 50.9 51.0 -0.1 67.5 65.8 1.7 66.5 66.5 0.0 72.4 72.2 0.2 62.8 61.2 1.6

Ａ区分 67.1 63.7 3.4 70.5 67.4 3.1 67.9 64.4 3.5 64.5 62.2 2.3 68.1 64.6 3.5 67.6 66.1 1.5

Ｂ区分 41.7 41.5 0.2 60.8 59.8 1.0 44.6 41.6 3.0 45.9 44.1 1.8 48.9 48.1 0.8 47.8 46.9 0.9

― ― ― ― ― ― 54.9 53.0 1.9 ― ― ― ― ― ― 66.7 66.1 0.6

小
学
校

国語

算数

理科

中
学
校

国語

数学

理科

平成25年度 平成27年度 平成28年度 ★平成30年度平成29年度平成26年度
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平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】 ③



【主に「知識」に関する問題】

・平均正答率は全国値を1.5ポイント下回ったものの、対全国比は昨年度値を上回っている。
・正答数分布の様子は、全国値を上回り、11問を頂点とした右寄りの山型を描いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
と同傾向にある。
・「話すこと・
聞くこと」「読
むこと」「話
す・聞く能力」
「読む能力」に
ついては、全国
値を上回ってい
る。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【正答数分布】
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■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題8】文の中で漢字を使う

■出題の趣旨

学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読んだり書いたりする
ことができるかどうかをみる。

■正答率・無解答率
ア 正答率 69.2％（全国：73.4％）

無解答率 8.5％（全国： 5.2％）
イ 正答率 79.4％（全国：82.2％）

無解答率 9.9％（全国： 6.3％）
ウ 正答率 78.8％（全国：82.2％）

無解答率 11.5％（全国： 6.6％）
エ 正答率 62.0％（全国：65.0％）

無解答率 12.0％（全国： 7.4％）
オ 正答率 46.6％（全国：51.4％）

無解答率 13.0％（全国： 7.7％）

■（問題箇所のみ抜粋）

・アせい造に必要な イせつ備がある。
・調理器具を ウしょう毒する。
・品質を エ かん理している。
・おかしを オ せっ極的に開発している。

〇
上
記
下
線
部
と
同
じ
漢
字
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

ア

１

せ
い
限
時
間
に
気
を
つ
け
る
。

２

新
せ
い
品
の
価
格
を
調
べ
る
。

３

道
具
箱
の
中
を
せ
い
理
す
る
。

イ

１

新
し
い
規
則
を
も
う
け
る
。

２

劇
の
や
く
の
希
望
を
聞
く
。

３

遠
く
へ
ボ
ー
ル
を
な
げ
る
。

ウ

１

細
か
い
説
明
を
は
ぶ
く
。

２

ノ
ー
ト
の
文
字
を
け
す
。

3

運
動
会
で
赤
組
が
か
つ
。

エ

１
か
ん
成
し
た
作
品
を
先
生
に
見
せ
る
。

2

近
く
の
警
察
か
ん
に
道
を
た
ず
ね
る
。

３
ビ
ー
カ
ー
と
試
験
か
ん
を
水
で
洗
う
。

オ

１

三
角
形
の
面
せ
き
を
求
め
る
。

２

大
会
で
よ
い
成
せ
き
を
残
す
。

３

せ
き
任
の
重
い
仕
事
を
す
る
。
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【主に「活用」に関する問題】

・平均正答率は全国を0.4ポイント下回ったものの、対全国比は昨年度値を上回っている。
・正答数分布の様子は全国の状況とおおむね同傾向で、全国は10問、交野市は11問を頂点とした右
寄りの山型を描いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
とおおむね同傾
向にある。
・「話すこと・
聞くこと」「話
す・聞く能力」
「選択式」で全
国値を上回って
いる。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【正答数分布】
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■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題３二】
【伝記「湯川秀樹」の一部を
読んで、【ノートの一部】C
最も心がひかれた一文と、そ
の理由の文章の□に入る内容
を書く。

■出題の趣旨
目的に応じて、文章の内容

を的確に押さえ、自分の考え
を明確にしながら読むことが
できるかどうかをみる。

■正答率・無解答率
正答率 45.3％

（全国：52.3％）
無解答率 13.9％

（全国：11.9％）

■
正
答
の
条
件

〇
な
ぜ
「
自
分
の
力
で
、
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
み

た
い
。
」
と
い
う
一
文
に
心
が
ひ
か
れ
た
の
か
を
考
え

て
書
く
こ
と
。

〇
【
伝
記
「
湯
川
秀
樹
」
の
一
部
】
か
ら
言
葉
や
文
を
取

り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

〇
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
六
十
字
以
上
、
百
字
以

内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し
の
言
葉

は
字
数
に
含
む
。
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【主に「知識」に関する問題】

・平均正答率は全国値を2ポイント上回っている。対全国比も昨年度値を大きく上回った。
・正答数分布の様子は全国の状況より分散傾向にあり、12問を頂点とした右寄りの山型を描いてい
る。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
と同傾向にあり、
すべてにおいて
全国値を上回っ
ている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【正答数分布】
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■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題8】
200人のうち80人が
小学生のとき、小学生
の人数は全体の人数の
何％かを選ぶ。

■出題の趣旨
百分率を求めることができる。

■正答率・無解答率
正答率 50.9％（全国：52.9％）
無解答率 5.4％（全国： 4.6％）

〇ある会場に子どもたちが集まりました。
集まった子どもたち200人のうち80人が小学生でした。
小学生の人数は、集まった子どもたちの人数の何％ですか。
下の1から4までの中から1つ選んで、その番号を書きましょう。

１ 0.4 ％
２ 2.5 ％
３ 40  ％
４ 80  ％

⑨



【主に「活用」に関する問題】

・平均正答率は全国値を1.8ポイント上回り、対全国比も昨年度値を上回っている。
・正答数分布の様子は全国の状況とおおむね同傾向で、全国・交野市とも7問を頂点とした山型を描
いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
と同傾向にあり、
すべてにおいて
全国値を上回っ
ている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【正答数分布】
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■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題3（1）】
メモ1とメモ2は、そ
れぞれグラフについて
どのようなことに着目
して書かれているのか
を書く。

■出題の趣旨
メモの情報とグラ

フを関連付け、総数
や変化に着目してい
ることを解釈し、そ
れを記述できる。
■正答率・無解答率
正答率 17.2％
（全国：20.7％）
無解答率20.1％
（全国：18.0％）

メモ１では、「進ん
であいさつをする」の

ほうが人数が多い。メ

モ２では、「本をよく
読む」のほうが人数が
多い。

メモ1では、「進んであいさつをする」

のほうが人数が多いのに、メモ２では、
「本をよく読む」のほうが人数が多いのは
なぜか？

⑪



【主に「活用」に関する問題】

・平均正答率は全国値を1.2ポイント下回っているものの、対全国比は27年度値を上回っている。
・正答数分布の様子は全国の状況とおおむね同傾向で、全国は11問、交野市は10問を頂点としたや
や右寄りの山型を描いている。

・領域・観点・問
題形式別正答率の
状況では、「自然
事象についての知
識・理解」「短答
式」において全国
値から下回ってい
るものの、「観
察・実験の技能」
「記述式」で全国
値を上回っている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【正答数分布】
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■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題4（3）】
食塩を水に溶かしたとき
の全体の重さを選ぶ。

■出題の趣旨
物を水に溶かして

も全体の重さは変わ
らないことを食塩を
溶かして体積が増え
た食塩水に適用でき
るかどうかをみる。

■正答率・無解答率
正答率 39.7％
（全国：42.7％）
無解答率 1.1％
（全国： 1.3％）

海水408mlに12g
の食塩が溶けているこ
とになって、海水と同
じ濃さになっていない。

400mlよりも量が
増えたということは、
重さはどうなるのか。

（水400mlの重さは
400gである）

〇このときにできた食塩水の重さはどうなっていますか。
下の1から4までの中から1つ選んで、その番号を書きましょう。

１ 400gになる。
２ 408gになる。
３ 412gになる。
４ 420gになる。

⑬



【主に「知識」に関する問題】

・平均正答率は全国を0.4ポイント上回っているものの、対全国比は昨年度値を下回っている。
・正答数分布の様子は、全国の状況より分散傾向にある。全国は28問、交野市は29問を頂点とした
右寄りの山型を描いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
と同傾向にあり、
すべてにおいて
全国値を上回っ
ている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】 ⑭



■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題8四1・2】
1 「心を打たれる」の意味と
して適切なものを選択する。

2 上記慣用句を文末に用いた
一文を、主語を明らかにし、
「誰（何）」の「どのよう
なことに」に「心を打たれ
た」のか分かるように書く。

■出題の趣旨
1 慣用句の意味を理解する。
2 目的に応じて文の成分の順序や照
応、構成を考えて適切な文を書く。

■正答率・無解答率
1 正答率 95.8％（全国：94.7％）
無解答率 0.1％（全国： 0.8％）

2 正答率 23.7％（全国：22.3％）
無解答率 6.6％（全国： 6.5％）

⑮

四

次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い

１

次
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
１

か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

遠
慮
す
る
。

２

感
動
す
る
。

３

一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
。

４

あ
れ
こ
れ
と
心
配
す
る
。

心
を
打
た
れ
る

2

「
心
を
打
た
れ
た
。
」
を
文
末
に
用
い
た
一
文
を
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
「
心
を
打
た
れ
た
」
の
主
語
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

「
誰
（
何
）
」
の
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
」
に
「
心
を
打
た
れ

た
」
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。

95.8％23.7％



【主に「活用」に関する問題】

・平均正答率は全国平均値を1.6ポイント上回り、対全国比も昨年度の値を上回っている。
・正答数分布の様子は全国の状況と同傾向で、全国・交野市とも7問を頂点としたやや右寄りの山型
を描いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
と同傾向にあり、
すべてにおいて
全国値を上回っ
ている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】 ⑯



■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題1三】
「天地無用」という言葉を誤った意味で解
釈してしまう人がいる理由を書く。

■出題の趣旨
目的に応じて文書を読み、内容を整

理して書く。

■正答率・無解答率
正答率 13.8％
（全国：13.3％）

無解答率 9.6％
（全国：7.0％）

⑰

■
正
答
の
条
件

①
次
の
ａ
・
ｂ
の
う
ち
、
一
つ
以
上
の
内
容
を
適
切
に
取
り

上
げ
て
書
い
て
い
る
。

ａ

「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
表
す
際
に
、

現
在
は
「
無
用
」
以
外
の
表
現
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

ｂ

「
無
用
」
と
い
う
言
葉
に
「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
の
使
い
方
が
あ
る
こ
と
自
体
が
、
分
か

り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

②
次
の
ａ
・
ｂ
の
う
ち
、
一
つ
以
上
の
内
容
を
適
切
に
取
り

上
げ
て
書
い
て
い
る
。

ａ

「
天
地
無
用
」
に
は
、
「
逆
に
す
る
」
に
当
た
る
内
容

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

ｂ

「
逆
に
す
る
こ
と
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

か
な
い
と
、
「
天
地
無
用
」
の
「
無
用
」
の
意
味
を
、

「
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
以
外
の
意
味
で
捉
え
て
し

ま
う
。



【主に「知識」に関する問題】

・平均正答率は全国を1.5ポイント上回っているものの、対全国比は昨年度値を下回っている。
・正答数分布の様子は全国の状況より分散傾向にあり、全国は31問、交野市は29問を頂点と
した、全体的になだらかな右寄りの山型を描いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は、全
国と同傾向にあ
る。
・「資料の活
用」を除くすべ
ての項目におい
て全国値を上
回っている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】 ⑱



■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題12】
歩いた道のりと、残りの道
のりの関係について、正し
い記述を選ぶ。

■出題の趣旨
一次関数の意味を理解している。

■正答率・無解答率
正答率 37.6％（全国：36.4％）
無解答率 0.3％（全国： 1.0％）

⑲

〇 1500mの道のりを歩きます。Xm歩いたときの残りの道のりをＹmと
します。このとき、XとYの関係について、下のアからエまでの中から正
しいものを1つ選びなさい。

ア YはXに比例する。
イ YはXに反比例する。
ウ YはXの一次関数である。
エ XとYの関係は、比例、反比例、一次関数のいずれでもない。



【主に「活用」に関する問題】

・平均正答率は全国値0.9ポイント上回り、下降傾向にあった対全国比も昨年度値を上回っている。
・正答数分布の様子は、全国の状況より分散傾向にある。全国は32問、交野市は29問を頂点とした
緩やかな右よりの山型を描いている。

・領域・観点・
問題形式別正答
率の状況は全国
と同傾向にある。
・「関数」「選
択式」を除くす
べての項目にお
いて全国値を上
回っている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】 ⑳



■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題５（2）】
S社の団体料金が通常料金の何％引きに
なっているかを求める式を書く。

■出題の趣旨
与えられた情報から必要な情報を選択し、

的確に処理することができる。

■正答率・無解答率
正答率 15.3％（全国：16.0％）
無解答率 29.2％（全国：24.1％）

㉑



【主に「活用」に関する問題】

・平均正答率は全国値を0.6ポイント上回ったものの、対全国比は27年度値を下回っている。
・正答数分布の様子は全国の状況とほぼ同傾向で、全国・交野市ともに21問を頂点としたやや右寄
りの山型を描いている。

・領域・観点問
題形式別正答率
の状況は全国と
同傾向である。
・「生物的領
域」「地学的領
域」「自然事象
についての知
識・理解」「選
択式」「短答
式」で全国値を
上回っている。

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】 ㉒



■課題の見られる問題■

平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

【問題9】
部屋に見立てた容器に植物を入れて湿度
の変化を科学的に探究する場面において、
蒸散と湿度に関する知識、問題解決の知
識・技能を活用することができるかどう
かをみる。

■出題の趣旨
蒸発と湿度に関する知識と、問題解決の

知識・技能を活用して、植物を入れた容器
の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を指
摘することができる。

■正答率・無解答率
正答率 17.9％（全国：19.4％）
無解答率 22.0％（全国：21.4％）

㉓

下線部以外の原因を考える。
（鉢の中の土から蒸発する水に着目）



平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

◆「朝食を毎日食べている」の項目におけ
る肯定的回答の割合は、小・中学校とも
に全国値と同水準であった。

◆「毎日、同じくらいの時刻に寝ている・
起きている」の項目における肯定的回答
の割合は、小・中学校ともに全国値を上
回っている。

◆「学習内容を普段の生活で活用できない
か考える」における肯定的回答の割合は、
算数・数学においては小・中学校ともに
全国値を下回り、理科においても同様の
傾向がみられた。

㉔



平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

◆「算数（数学）・理科の授業の内容はよ
く分かる」の項目における肯定的回答の
割合は、小学校の理科、中学校の数学に
おいて全国値を下回っている。

◆「家で学校の授業の予習・復習をしてい
る」の項目において、肯定的回答の割合
は小・中学校ともに全国値を下回り、
「全くしていない」と回答した割合にお
いても全国値を上回っている。

◆「1日あたりに勉強する時間が30分未
満」と回答した割合は、小・中学校とも
に全国値を上回っている。

◆「一日に読書を全くしない」と回答した
割合は、小・中学校ともに全国値を上
回っている。

㉕



平成30年度 全国学力・学習状況調査 【交野市】

◆「将来の夢や目標を持っている」「自分
にはよいところがある」の両項目におけ
る肯定的回答の割合は、小・中学校とも
に全国値を下回っている。

◆「人の役に立つ人間になりたい」の項目
における肯定的回答の割合は、小学校で
は全国値を上回っているものの、中学校
は下回っている。

◆「いじめはどんな理由があってもいけな
いことだ」と回答した割合は、小学校で
は全国値を下回っており、中学校では全
国値を上回っている。

㉖



■教科に関する調査より
◇平均正答率について、全国平均値と比較すると、
・小学校では、国語A・B、理科で全国平均値を下回ったが、算数A・Bにおいては全国平均値を上回る結果となった。
・中学校では、29年度と同様に、すべての教科・区分において、全国平均値を上回る結果となった。

◇無解答率について、全国平均値と比較すると、
・小学校では、平均正答率と同様に、国語A・B、理科で全国平均値より低水準であったが、算数A・Bにおいては全国平均値より高水準の結
果となった。

・中学校では、数学A以外の教科・区分において全国平均値より低水準となり、課題が見られる結果となった。

■生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査より
・各学校において授業改善は進んでおり、「授業づくり」に関する項目では、肯定的な回答が増加した。しかしながら、児童・生徒が実感す
る「分かる授業」については、教員と児童・生徒との間に相違が見られ、授業の更なる質的向上が今後の課題といえる。

・「将来の夢や目標を持っている」「自分にはよいところがある」との項目で肯定的に回答した児童・生徒の割合は、小・中学校ともに全国
平均を下回り、課題が見られる結果となった。

◆交野市教育委員会として、『交野市学校教育ビジョン』に掲げている4つの施策の柱「情（こころ）の教育を育む学校」「確かな学びが実感で
きる学校」「組織力の向上と開かれた学校」「学校・家庭・地域の連携と安全な学校」をめざし、以下の取組みを推進します。
① 授業改善の推進…市の事業である「小・中学校学力充実支援事業」における学力先進地域（福井県永平寺町）視察等から得た成果の普及に

努め、教員の指導力の向上を支援します。同時に、「すべての子どもが分かる・できる授業」をめざした授業改善を推進
する上で、次期学習指導要領の基本理念である「主体的・対話的で深い学び」を追求した授業づくりについて、指導主事
等の学校訪問を通じて学校に支援します。

② 小中一貫教育の推進…ア．子どもの学びと育ちをつなぐ小中一貫教育の取組みを推進する上で、9年間を意識した小・中学校の交流や小学
校間の交流を支援し、自己有用感や自尊感情を高めます。

イ．小・中学校9年間を意識した各教科におけるカリキュラム作成を支援し、児童・生徒の学びのつながりを意識し
た学習内容の強化を図ります。

ウ．プログラミング教育の推進をはじめ、外国語教育の充実及び言語活用力の向上を意識した取組みを通じ、子ども
同士が協同しながら学習できる体制を整えるなど、次期学習指導要領の「学びに向かう力」の育成のため、学習
活動の更なる充実を図ります。

③ 学校・家庭・地域の連携…各学園で共有している「家庭学習の手引き」を活用しての家庭学習の状況改善や、地域の方々や施設の協力を得
た学習活動の推進を図り、子どもが自ら進んで学ぶ態度を醸成します。また、「学園（中学校区）プラン」の作
成を支援し、学校・保護者・地域が共通の目標を持って子どもたちの育成ができるような環境整備を推進します。

④ 読書推進活動の定着…学校図書館が「読書センター」「学習センター」「情報センター」として機能するよう、授業での学校図書館活用を
積極的に推進します。また、学びあいサポーターや図書館アドバイザーの派遣等を通じて、子どもの読書習慣の定着
と言語活用力の向上をめざします。

【平成30年度全国学力・学習状況調査 まとめ】
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